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小さな拠点づくり事業（宿利原学習センター再編事業） 

 

１．事業の目的 

  旧宿利原中学校の校舎を地域コミュニティの活動拠点施設として整備し、老朽化した

宿利原診療所や消防団詰所を一体となって整備することにより、利便性の向上を図る。 

 

２．再編の内容 

  ・旧宿利原中学校 1 階部分のみ 

宿利原診療所、コミュニティスペース室、間仕切り撤去、清掃など 

  ・消防団詰所（車庫含む）は校庭に新築で整備する 

 

３．事業経過 

・平成 29 年度 

宿利原地区での事業説明会 

子育て世代、小学生、消防団など、ワークショップの開催 

企画提案による設計事務所の決定。基本設計の完了 

・平成 30 年度 

実施設計（８月 17 日完了）  

 

４．今後の予定 

  平成 30 年９月 25 日 宿利原学習センター再編事業改修工事入札 

  平成 31 年２月 28 日 完成予定 

  平成 31 年４月１日  供用開始予定（診療所、消防団詰所、コミュニティ室など） 

 

５．事業費（総事業費 75,244,040 円） 

（平成 29 年度事業） 

基 本 設 計  1,728,000 円 

（平成 30 年度事業） 

実 施 設 計  1,274,400 円 

設 計 額 68,036,000 円（当初 50,000 千円、補正（9 月）18,036 千円） 

監 理 業 務  3,711,000 円（当初 1,350 千円、補正（9 月）2,361 千円） 

廃棄物処分   494,640 円（補正（9 月）予算） 

 

６．補正についての説明 

  当初予算の工事費では、校舎 1 階部分内部に消防詰所を設置することを想定して予算

50,000 千円計上していたが、消防団と協議を重ねた結果、校庭に新築で設置することと

なった。また浄化槽の規模は居室面積を対象に想定していたものが、1 階部分の延べ床

面積が対象となったため、浄化槽自体の設置費が増加したことなどにより増額となった。 

  監理業務については実施設計の結果を基に積算を再度行った結果、不足が生じたため

増額となった。 

  改修工事個所にあたる 1 階部分には使用不能な備品などがあり、この廃棄物処分費も

新たに予算を計上することになった。 

  不足する予算等については、9 月の補正予算で対応している。 
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